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小型ロケットにっいて
玉　木　章夫・森 大吉郎・吉邑山 厳

　小i型ロケットE・ロケット開発の予・備試験機として採用

したのに，昭和33年1O．月のフラッタ試験機FT－122

にはじまる．それ以後今日まで多数の小型ロケ’7トが試

験され，観測ロケットの開発に重要な役割を果たしてい

る．

　小型ロケットの目的は下記のように多種多様である．

　｛1）新機種ロケットの開発最階におけるエンジン，

　　　推薬，i空力特性，槌i造強度，フラッタ等の機体関

　　　係の試験

　（2）　テレメータ，レーダ，ドバップ，アンテナ等の

　　　エレクトロニクス系の性能試験

　（3）．新しい搭蔵観測機器の予備試験，機能試験

　（4）　新しい保安装置，制御装置等の試験

　（5）　飛しょう実験場における発射実験の作業研究

　昭和36年9月より37年12月までに実験された
小型ロケフトを第1衰に示す．

　以下にその各機について簡単に説明する．

　FN－50－1，2，　FN－150：ラムダロケットのブースタに

は4個のノズルを用いるように計画されたので，4ノズ

ルロケットの飛しょう特性をしらべる目的で，まずFN

－50－1，2を昭和36年9月に試験した，1号機は1段
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式ロケッi’の形状，2号機は2段試の形状（第2段ほダ

ミーで切断しない）をもつものであったが・いずれも飛

し上うは正常であった、

　っいで1O月には，これよりやや大きいFN－150を発

射した．このロケットも飛しょうは置常で，4ノズル．

エンジンを実用に供しうることが確認された（ar　1図）．

第1図　　FN・－150

弟2図　RT－150

　RT－75　S，－1，2，　RT－150：　秋田実1験」易に新設され

た4mレーダの追尾性能試験のために，小型レーダ・

トランス4｛ンダを描載したRT－75・－1，2によって予備

f：白なレー；ダ追尾試験を行ない，　またRT－75　Sで1次レ

ーダとしての性能を試験した．ついで新隅両レーダ系を

併用してRT－150（第2図）の飛しょうをi追尾し，蒋し

いレーダの性能を測定した．RT－150は新しい推薬と栂

造に関する試験をも兼ねた機休であったが，その飛Lよ

うは正常であった，

　H㌍一150：K－8L　および9Mは6型および8型の大

幅な性能向上機として計画されていたので，その空力背

性，空力加熱特性，穂造強度の予備試験を目的として2

段ロケ7卜HT－150（第3図）が｛乍られた．これは低空

で高速度を出すように設計されている．この試験の結果

SL，9Mの機休の設計資料と推薬性能に関する資縛がえ

第1表小型ロケットー覧衰
颪冨可一無一辺rT実卿一飛…日 隅i；ジ・外 径iT［量全

・1・N－5CFI　i・ノズル．・。・・1・Tcl昭和

　2，FN－50－2、　同上
　31FN－150：　同上
4：RT－755」伽レーグ試駐

　　　5　RT－75一ユ　i　　同　上

　fi・RT－75－2　　　　醐　上

　71RT－150；　同上
　8：0T－75－1’オペレーシeン

　91HT－15D　l空力加熱｛9L笹型｝

10…OT－75－2　i才ベレーシ，ン

112AT－150　　胴体アンテナ

！12…LT－150　　吊下琵射
、13iSP－・5仰・ピ・翼・臨

i　14；SP冒15“4　同上
、15　i　SO－15〔｝一工　：異梶暫検出髄置

ATC、
ATci
ATC，
ATC　l

ATci
IATC
KSCl
ATci
KScI

．：KSC’

KSC
KSC
KSCl
KSCl

年月一t椴｝
1：：1：｝lll

　　　　　3rJlIO■26　　　　　2

36・12・！8　i　　ユ

36・ユ2・】8　　　　　1

36・12・ユ8　　・　　　1

36．12．20i　1

37．2．2i　1
3？．　3・29　　　　　　2

3？・島・21　i　　1

37・　8書22　　　　　　1

37・11・21　1　　2
37．11．21i　2
37　．　li．25；　2

37・Iz・2e　　　　1

1椴｝…
　　i…

’　　　；
i　　1

：　　1

1　　1

’　　1

　　聖

　　1　置

　　2．・　】日o

　　I　　　7⑪、5【

　　1　1150
　　1　’150

　　1　1ユ50

　　2　1　15D

　　1　　100

葡レ〔薮「T一唖蟹lt邑69・｝・｛k叫〔km）

　　L　　　　　　　　　
49　　・　2．201

15。…661
70・5iM・oo；
7。・5114・oni

70・5；14・001

11：．、i7“1i

993

33P2

ユ6s4

；β64

ユGB4

3036

長諾鍵：鞭麓書翻・・辞垂］

　　、暫ま1－il，［壽り　…

　　3⑪。．7’3．5135i　l
i・5…　　…　IRT　i

　…60　　　　i　　i　｝

　1・1．00　　　16Sti60
　　　　　　　　く
i115．2　i　5167　i　60

　14．　oo：16B4　i　60

i71．4　i　3。・7ifiO

］7°・°i3‘〒41的
1　fi3・4　 1　　3472　i　60

169．9　、　3．；73i65
減・i3・　4r　i・・

1　fiO…2・2i6・1・

、6013・Di5・‘

i4s［5・Siユo
1、l

l13

i・

i6
；10

i12

　石

i3°

｝：2

ig
i9
10

；9

40

50

65

5e

141

i剛
瑚

iRτ

lRT
iRT
i灘ヲ

’ll・3　i

注7路号　AT：Antennfl　Te証．　LT：1』vnching　Test，＄P：Spin　Test，　FN：Four　No：：les，　RT：Radar　Test，　SO；3己f飢y　Operation

　　　　ATC：AkitE　Test　Cen：er　KSC：KagoshimE　Spa亡e　Centcr

48



第15・琶　濱　ア　L；・

1，H

二167

　　涯髭三、．A．塵．：

　　　飯誓、；．）一．、，r．　｛；　　／1　・

＜瓢圏＝コー一『一一　　　　　　　　’　　　rLutr－　．一
　　　　　　　　　　　　　．　．r　　　「

㌦1・ξ一

　　　　　　，二「｝
　　　　　　匿r1」r．1 衷ﾀ

二1？1コ「・　　　　　　　　　　一

　　　　弟3【幻　　H1¶一！50

［．．

星ド

コ
二
b

ろれた．なお4mレーダを1次レーダ三して使屑Lた

が，これ1之ブースクを追跡したので，メインロケ・ノトリ

飛しょう径路を実測

する二とはできなか

く、た（禄，本誌47

べ一ジ． Q∫這）．

OT－75－1，2：　　1；一］・

tg　［i　KSC（束ブこ兜児

ll雪塑f空贋｝観測所｝

．つ起工式当i’1に，実

勲」【量の特性、．．’lt［のri

的で、式鮒された．2

号「乞はKSC飯f4三用

．つ㌶15きとL曾ご，37

年8月に’迄験場の特

憶三li窪と，驚身歪作

鴛・光学観測り酋討

＿　　　．

219

・塗るための爽験で，

点火に聞する安．操f’｝：装置の；i≦験を行なった（第9図）．

　以上のように正式の観測碗，試作機，地上試験の仕亨

と平行して，年間に10数梶り小型ロケットについて，

計爾，設計，製作と打．とげを実施するり1／：，賂段の費心

≧努力を必要とするが，二れの遂行に協力されたプリン
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電1～｛KK，訟下漣償コニ’iKK，熊取谷製作所の方1：：こ深

い感謝の意を表する．小型ロケットの重要性は今後ます

ます増大するものと思われる．（1963年5月2日受理）

れ；．㍉慰め’れず，ランチャの鉦助もきわゐ

て小さいことが渕っ」i二．

　SP－150－3，4：　スビン1πの住能を調宣す

るロケ7トで，前のSP－150－1，2で1よ9

L型に珊いたスビンノズルのズ験を行なっ

たが，今回1ゴ己翼の後縁萬1に角度を付：ナて

スピンを与える方式の設計資料を得るのが

目的であ”tノニド第8図）．
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